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【事例セッション】 

貸金庫番号と鍵刻印番号のマッチング業務を 

Delphi/400で実現 

－文字認識データと基幹システムデータを統合－ 

株式会社 富士精工本社 

管理部 システム課 

課長 佐藤 正 様 
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1) 会社概要 
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 会社概要 

 社名  ： 株式会社 富士精工本社  

 代表者 ： 代表取締役社長 渡邉 賢治 

 設立  ： 1948年9月  

 所在地 ： 石川県能美市大浜町ヤ25 

 販売代理店 ： 株式会社岡村製作所 

 業務内容 ： 各種セキュリティ製品の製造 

 主要事業分野 ： 金庫扉 / 貸金庫等の金融業務設備 

    セキュリティシステム 

    原子力・その他の防護設備  

高度な信頼性が必要とされる金庫室扉等の製造を通して 

未来に向けたトータルセキュリティの創造に取り組んでいます 
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2) 業務概要 
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 業務概要 

 金庫室扉 

1929年に国産初の金庫室扉を製造。長い伝統と高度な技術が高く

評価されており、用途に応じた幅広い製品を用意しています。   

 貸金庫 

先進の省力化、自動化技術を利用した多彩な製品は、金融機関を

中心にホテル、オフィスビルなどでも幅広く利用されています。 

 セキュリティシステム 

貸金庫などの製品に加え、警報機、防犯カメラ、入退室管理などを含む、トータ
ルなセキュリティシステムを提供します。 

 原子力・その他防護設備 

金庫室扉の製造技術を生かし、各種遮蔽扉や防護設備を製造しています。 
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 金融機関の貸金庫とは 

 金融機関（銀行）が提供するサービス 

 一般顧客向けに個々の区画を貸出し 

 主に貴重品を安全に保管するために利用 

 金庫に対応する鍵は本人と銀行が管理 

 （銀行の副鍵は封印により管理） 

   

・一つ一つの区画（金庫）を貸出し 

・それぞれに対応する鍵が存在 
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3) 基幹システムの変遷 
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 基幹システムの変遷 

Before 
（Delphi/400導入以前） 

After 
（受注一貫システム提供後） 

5250画面 

AS/400  

以下の3業務のみに対応 

  生産手配 / 資材発注 / 受注売上 

Delphi/400 
(10Seattle)画面 

IBM i  
他サーバー  

各種加工機 

・製造工程の全てに対応（完全GUI化） 

・メニュー画面から、基幹システムに加えて 

 その他必要な全ての業務画面を利用可能 

・各種加工機への指示もDelphi画面で実行 

Ｃｌｏｕｄ 
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 受注一貫システムについて 

 製品開発から受注、製造、納品、請求にいたるまで、製造業の
全ての業務工程を一貫して基幹システムの処理対象とする 

 業務効率の改善、誤り防止による事務水準の改善を目的とする 

 岡村製作所（親会社）で実践しているコンセプトを取り入れた 
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4) 貸金庫番号と鍵刻印番号の 
  マッチングシステム 
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 業務課題 

貸金庫鍵の作成後、貸金庫番号と鍵刻印番号を紐づけて台帳に登録する。 
作成した台帳は、製品と共にお客様に納品する。 
 
 

課題1 鍵刻印番号が、目視では読み取りにくい 
 

 絶対に誤りが許されないため、慎重な確認が必要となり、 
 作業効率が悪かった。 

貸金庫鍵（見本） 
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 業務課題 

課題2 読み取った鍵刻印番号を手書き台帳に転記 
 

読み取った鍵刻印番号は、IBM i 基幹システムに登録して 
いなかったため、システム上は貸金庫番号とマッチしてない。 
そのため台帳をシステム帳票として作成することができなかった。 

旧：貸金庫鍵台帳（見本） 
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 鍵刻印番号の読取りによる業務課題の解決 

課題1 鍵刻印番号が、目視では読み取りにくい 

対策（第1フェーズ）   

 ・鍵刻印番号を読み取りやすい映像で表示し、読み取りを容易にする 

 ・錠前取付時に１回，取付後（開閉確認時）にもう１回実施する 

カメラ 

カメラで映写した画像を表示 
鍵２本の鍵刻印番号を映写し 

PCに表示 

カメラ2台で 

両側から鍵を 

映写する 

中央に 

鍵をセット 
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 鍵刻印番号の読取りによる業務課題の解決 

課題2 読み取った鍵刻印番号を手書き台帳に転記 

対策2（第2フェーズ） 
・画像処理装置を導入し、鍵刻印番号を文字データとして取得する 

・取得した文字データは簡単な確認だけで、そのまま登録する運用とした  

・Delphi/400画面上で、取得した鍵刻印番号とIBM i から取得した金庫 

 番号をマッチングさせてIBM i にデータを保管 

 ⇒ IBM i データから、貸金庫鍵台帳の帳票作成が可能となった。     

FZ-S2M（オムロン） LFV2-70RD（CCS） 

Delphi/400画面 

読み取った鍵刻印番号を 

IBM i 基幹システムに保管 

凹凸を克明に撮影する

ための照明機器 

製品検査などでも利用可能な 

高性能カメラ（文字認識機能付き） 



第21回 Delphi/400 テクニカルセミナー 1- 

 システムの流れ 

TCPクライアントの仕組みを使用 

PC側から起動してカメラ機器に 

対してデータを取りに行く 

Delphi/400 

③「刻印番号読込」をクリック 

② 確認画面が表示される 

④ データ要求とリターン 

① 鍵刻印番号を登録する筐体を指示(任意の金庫番号を選択) 

リクエスト  

鍵刻印番号  

⑤ 鍵刻印番号が表示される 

IBM i  

Delphi/400画面上で、金庫番号と鍵刻印番号の

マッチングが完了 ⇒ IBM i を更新 

カメラ・ 
照明セット 

鍵 
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 DelphiによるTCPクライアントの利用 

① TCPクライアントの設定（初期処理）  

処理内容 

• 読込機器（カメラ機器）との接続を確立 

• 読込機器（カメラ機器）に送信する「鍵種類」を設定 

注） コンポーネント（TTcpClient ）はDelphiのバージョンによって異なります 
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 DelphiによるTCPクライアントの利用 

② Delphiソースコード（初期処理）  

鍵の種類を読込機器に送信 

読込機器と接続開始 
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 DelphiによるTCPクライアントの利用 

③ TCPクライアントの設定（刻印番号読込クリック時）  

処理内容 

• 鍵の種類毎に既定値セット 

• 読込実行データ送信 

• 読込データ受信（データが分割される場合に備え、行数分繰り返し） 
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 DelphiによるTCPクライアントの利用 

④ Delphiソースコード（刻印番号読込クリック時）  

鍵の種類毎に既定値をセット 

読込実行データ送信 

読込データ受信 

行数分繰り返し 
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 貸金庫鍵作成の流れ 

1. 作成範囲の決定 

貸金庫図面（抜粋）

2. 個別鍵の作成 

① 鍵番号刻印 

② 錠溝加工 

③ コイン金庫  
  番号刻印 12354 

④ 錠前組立 

貸金庫番号と鍵刻印番号のマッチング
は、この後の工程で実施している 



第21回 Delphi/400 テクニカルセミナー 1- 

 Delphi/400画面登録と加工機連携 

・加工機に指示データ送信 

  ① 鍵番号刻印 ②錠溝加工 

・作業指示書を出力 

  ④ 錠前組立 例：錠溝加工機 

・加工機に指示データ送信 

  ③ コイン金庫番号刻印 

作業イメージは動画にて！ 
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 貸金庫鍵作成 

デモ 

1-1商品稼働照会B.wmv
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5) まとめ 
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 まとめ 

 貸金庫番号と鍵刻印番号のマッチングシステムの効果 

     

   
 目視では読み取りにくかった鍵刻印番号

を自動で読み取り、IBM i に登録するこ

とができ、作業効率がアップした 

 IBM i に登録した金庫番号と鍵刻印番号

より、貸金庫鍵台帳の作成が可能となり

手書き台帳の作成が必要なくなった 

貸金庫鍵台帳（見本） 
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 まとめ 

 Delphi/400の利用状況について 

 全ての業務をDelphi/400（Delphi）で開発 

  IBM i 基幹システムはもちろん、その他の業務もDelphiで開発 

  その他システム例：勤怠管理、電力消費量確認 など    

 Delphi/400開発効率化の仕組みを構築 

  Delphiソースプログラムで使用中のIBM i DBを一覧できる機能を 

  構築。DB変更時のDelphiソースへの影響調査が簡単になった。 

 

  

   

 今後の展望について 

 次の開発計画として、CADで設計した設計図をIBM i と連携させる予定 

 Ｄelphi/400は、今回ご紹介した各種機器との連携なども含め、     

何でも実現できるところが魅力。今後とも利用を続けていく。 
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ご清聴ありがとうございました 


